
平成１９年度決算

●各会計別決算状況

 一般会計
 特別会計国民健康保険事業
 （単年度決算額）
 （前年度繰上充用金）
 住宅新築資金等特別会計
 （単年度決算額）
 （前年度繰上充用金）
 地域下水道事業特別会計
 公共下水道事業特別会計
 老人保健特別会計
 公共用地先行取得特別会計
 介護保険事業特別会計

 保険事業勘定
 サービス事業勘定

　※前年度繰上充用金は、前年度の歳入不足額に対して翌年度の歳入を 繰上げて充てることです。

●一般会計の状況

 市税
 繰越金
 基金の繰入金
 諸収入
 分担金・負担金
 使用料・手数料
 財産収入・寄附金
 地方交付税
 国庫支出金
 市債
 県支出金
 地方譲与税
 地方消費税交付金など

 福祉サービスの提供など
 借入金の返済
 市役所窓口サービスなど行政の推進
 道路や市街地の整備
 保健医療やごみ処理など
 教育の充実に
 消防防災対策に
 市議会運営に
 労働対策に
 商工業振興に
 農業振興に

８，９４４万円

７，８０８万円

１２億１，８５６万円

５億１６５万円
議会費
労働費

農林水産業費
商工費

１億９，４６１万円

１億５，９６１万円
５億５，６０９万円

２７億６，１３２万円

８，３０９万円

消防費

７２億０，７４１万円
２１億３，８３３万円
１８億６，３２１万円

１１億４，７５９万円

１３億６，２８７万円

４４億１，２１６万円
６億８，２４１万円

４億２１０万円
２億２，６９７万円
１億６，４５１万円
１億４，９７３万円
１億３，５３７万円

４５億９，３７０万円 依存財源

１０４億４５１万円
（６２．８％）

総務費

教育費

土木費

　○歳出総額　１５８億８，４８４万円
民生費
公債費

１５億３，３３０万円
８億４９万円

会　　　計　　　名
１６５億７，７７６万円

５８億４，４８４万円

１，２５６万円

９，７２８万円
２１億７，２２７万円
６１億６，６７０万円

９４万円
３３億４，２５５万円

（５８億９，００５万円）
（７億２，０６９万円）

６億２，８８２万円
（２，７２２万円）

歳　　　入 歳　　　出
１５８億８，４８４万円
６６億１，０７４万円

２１億６，９１８万円
６１億２，１８９万円

３３億７２７万円
３，５２８万円

　平成１９年度の各会計決算が平成２０年９月に開催された中間市議会で認定されました。
　みなさんから納めていただいた市民税などの税金や地方交付税などの収入で、「元気な風
がふくまちなかま」に向けて事業を実施いたしました。
　一般会計決算では、収入総額は１６５億７，７７６万円、支出総額は１５８億８，４８４
万円で差し引き６億９，２９２万円の黒字となりました。
　その他の特別会計を含む全会計の決算は、下表のとおりです。
　市民の皆さんの生活に密接に関係している一般会計がどのように使われたか、その決算の
概要についてお知らせします。

自主財源

６１億７，３２５万円
（３７．２％）

　○歳入総額　１６５億７，７７６万円

衛生費

９４万円
３２億８，２３０万円
３２億４，７７５万円

３，４５５万円

（６億１６０万円）
９，１６５万円



●市税収入の内訳

●積立金及び地方債現在高（一般会計）

●健全化判断比率・資金不足比率

　○健全化判断比率

　（　）内は、早期健全化基準

　○資金不足比率

【平成20年3月末住民基本台帳人口　46,726人】

平成１９年度末現在 住民１人当たり
約　７万円
約４１万円地方債現在高

３０億７，３８５万円
１８９億４，５８２万円

積立金現在高

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行に伴い、平成１９年度決算から健全化判
断比率、公営企業に係る資金不足比率の公表が義務付けられました。
　健全化判断比率はすべてが早期健全化基準未満となり、資金不足比率も資金不足額が生じ
た公営企業会計はありませんでした。

実質赤字比率
実質赤字額なし

(13.49)

連結実質赤字比率
連結実質赤字額なし

(18.49)

実質公債費比率
12.5

(25.0)

将来負担比率
135.8

(350.0)

（単位：％）

（単位：％）
公営企業会計の名称 水道事業会計 病院事業会計 公共下水道事業特別会計

資金不足比率 資金不足額なし 資金不足額なし 資金不足額なし

固定資産税（家屋）
8億5,135万円

19.3%

固定資産税（土地）
6億2,465万円

14.2%

法人市民税
2億8,286万円

6.4%

固定資産税（交納付金）
4,208万円

1.0%
個人市民税

17億1,988万円
39.0%

固定資産税（償却資産）
1億8,841万円

4.3%

軽自動車税
7,261万円

1.6%

都市計画税（土地）
1億7,734万円

4.0%

都市計画税（家屋）
1億6,944万円

3.8%

たばこ税
2億8,354万円

6.4%

市税総額
44億1,216万円



●平成１９年度決算に係る主な事業紹介

　北九州都市圏への幹線道路である塘ノ内砂山線の整備を行い、交通の円滑化を図りました。

　○保健センター改修事業　　決算額・・・１，９５３万円

　遠賀町、鞍手町及び北九州市とを結ぶ広域交通ネットワークの形成と共に工業団地周辺の
開発の促進を図りました。

　○塘ノ内砂山線街路事業　　決算額・・・２億３，９０３万円

　○二タ股・東中牟田線道路改良事業　　決算額・・・１億６，０８８万円

　老朽化の進んでいる保健センターの外壁、屋根の大規模な改修工事を行い利用者がより快
適に利用できる施設に改善しました。

　○ふくおかコミュニティ無線整備事業　　決算額・・・２，６７４万円
　災害等による緊急時の情報を正確かつ迅速に市民に伝達するため、市内の公共施設１６箇
所に屋外スピーカーを、また移動局として公用車に車載局１局を整備しました。

　○消防団用ポンプ自動車の購入　　決算額・・・２，４８９万円
　前年度まで使用していた消防団用ポンプ自動車２台をより近代的な機能を装備した車両へ
の買い換えを行い、今まで以上に安全で迅速な消火活動をめざし火災防御力の向上を図りま

　○小学校防犯ビデオ設置事業　　決算額・・・２５５万円
　市内の小学校６校の正門と裏門に防犯用ビデオの設置を行い、外部からの不審者の侵入を
防止することで、児童の安全を確保し安心して学習できる環境整備を行いました。

　○小中学校トイレ、体育館改修事業　　決算額・・・７，２５９万円
　老朽化の進んだ底井野小学校及び中間北中学校のトイレの改善、中間中学校体育館の改修
を行い、教育環境の整備を図りました。

　底井野小学校の耐震診断を行い、その結果、耐震性が確保されていることが確認されまし
た。
　また、中間東中学校においても耐震診断を行い、診断結果に基づき次年度以降の耐震化補
強工事を計画するなど生徒の安全安心の確保を図りました。

　○図書館空調設備改修事業　　決算額・・・１，０４２万円
　図書館の空調設備の全面的な改修を行い、来館者の快適な読書環境の向上を図ることによ
り、文化的な生涯学習活動を推進いたしました。

　○小中学校耐震診断調査事業　　決算額・・・１，３６４万円


